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ける虚構に過ぎないのかについては、これまで見方が分かれていた。しかし、1984 年から 85 年に













































































































































































































































































































































































































































































































カミ ( 大綿津見神 ) という御名であるとされている。その次に、ソコツワタツミノカミ（底津綿津見神）、ソコ
ツツノヲノミコト（底筒男命）、ナカツワタツミノカミ（中津綿津見神）、ナカツツノヲノミコト（中筒男命）、
ウハツワタツミノカミ（上津綿津見神）、ウハツツノヲノミコト ( 上筒男命 ) の六柱の神があらわれる。即ち、
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